
令和 3 年１１月 2８日  

栃木県ハンドボール協会所属 

審判員の皆様 

栃木県ハンドボール協会審判部 中田 隆  

 

 

公認 A・B 級審判員申請について 

 

 

 向寒の候、審判員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素より本

協会発展のために格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、来年度の公認 A・B 級審判員申請が始まります。つきましては、申請を希望される方は、

令和３年１２月６日（月）までに、中田に web メールでお申し込みください。メールには氏名と申

請する級を記載してください。（taka_n0903hnd_z1041@yahoo.co.jp） 

お申込みいただいた方に、申請書等の必要書類を送付いたします。関東協会への提出期日の都合

上、平成３年１２月１７日（金）を書類提出の締め切りとさせていただきます。期日厳守でお願い

します。 

 

 

申請について 

１ 申請を希望する方は、「氏名」と「申請する級」を記載した web メールを 12 月 6 日（月）ま

でに送信してください。 ※申請書類を返信できるアドレスがら送信してください。 

 

２ 必要書類が届いたら、申請資格を確認し、「申請用紙の作成」・「手帳の整理」・「申請費用の手続

き」（マイハンド）をします。 

  ※手帳に不備（試合数の不足、ペアの氏名未記入、講習会の記載等）があると、書類審査で不

合格となります。書類審査で不合格となっても、申請費用の返金はありません。 

 

３ 申請の際に提出するもの 

    ・申請用紙（申請費用は、申請者個人によるマイハンドでの手続きとなります。 

申請用紙にマイハンド手続き後の OrderID を記載してください。） 

    ・審判手帳（令和 3 年度会員証をマイハンドボールの会員ページより、A4 用紙に 

印刷して提出してください。) 

                  （担当試合及び出席講習会の審判長押印を確認してください。） 

  ※別添「令和４年度新規申請に係る上級審判申請要件の配慮」をお読みになり、申請資格をご

確認ください。 

 

４ 審査費用 Ａ級 5,000 円 （日本協会 4,500 円・ブロック協会 500 円） 

       Ｂ級 4,000 円 （日本協会 3,500 円・ブロック協会 500 円） 

 

５ 審査会予定 Ａ級：４・５月開催予定 関東学生春季リーグ男子２部 駿河台大学会場 

           中止の場合は、９・１０月開催予定 関東学生秋季リーグ男子２部 

        Ｂ級：６月下旬開催予定 関東社会人クラブ選手権大会 

           中止の場合は、９・１０月開催予定関東学生秋季リーグ男子２・３部 
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日本ハンドボール協会からの通達（一部抜粋） 

 

（２）Ｂ級申請について 

公認審判員規程内の下記の項目について、来年度申請者に限り、下線部の通り行う第６条（２）Ｂ級

の審査を受ける場合には、Ｃ級を取得してから満２年を経ていなければならない（申請時に満２年を経

ていなくてもよい）。Ｃ級を取得してから ２０試合以上の公式競技の審判を担当し、さらにブロック大

会を経験していなければならない。 

     ※配慮点：「Ｃ級を取得してから３０試合以上」を「Ｃ級を取得してから２０試合以上」とした。 

    第６条（４）各級公認審判員は、審判講習会または研修会に年１回以上出席していなければならない。

上級申請時、直前の２年間で、最低１回は審判講習会若しくは研修会を受講していなけれ

ばならない。 

公認審判員手帳（以下手帳という）に、審判を担当した試合と出席した講習会・研修会に  

ついて、正しく記入していなければならない。 

     ※配慮点：審判講習会・研修会の受講に関し、直前の２年間で「最低１回は受講」とした。 

 

（３）Ａ級申請について 

    ①公認審判員規程内の下記の項目について、来年度申請者に限り、下線部の通り行う  

    第６条（３）Ａ級の審査を受ける場合には、Ｂ級を取得してから満２年を経ていなければならない（申

請時には満 2 年を経ていなくてもよい）。Ｂ級を取得してから３０試合以上の公式競技

の審判を担当し、さらに全日本大会あるいは５試合以上のブロック大会を経験していなけ

ればならない。 

     ※配慮点：「Ｂ級を取得してから５０試合以上」を「Ｂ級を取得してから３０試合以上」とし、「全日

本大会あるいは１０試合以上のブロック大会」を「全日本大会あるいは５試合以上のブ

ロック大会」とした。 

    第６条（４）上記（２）Ｂ級申請における条文に同じ 

          ②令和２年度末中止となった「高校選抜大会」と「春の全国中学生大会」と同様、令和３

年度中止となった全日本大会に当初参加予定であったレフェリーは、当該大会をもっ

て上級審判員審査受験に対する「全日本大会経験」として取り扱う。 

            ・令和２年度中止となった全日本大会 

               ○全国高校総体 ○全国中学生クラブチームカップ ○全国小学生大会 

               ○ジャパンオープントーナメント ○全国中学校大会 ○国民体育大会 

               ○全日本学生選手権大会 ○JOC ジュニアオリンピック大会 

            ・令和３年度中止となった全日本大会 

               〇国民体育大会 

 

 

 

 

注意事項 

Ａ級受験予定者は令和４年２月以降、各ブロックで行われる令和４年度全日本大会担当審判員候補

者研修会（リモートでの実施を予定）に参加することを確認しておくこと。 

 

 


